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４
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
サ
ッ

カ
ー
の
世
界
的
祭
典
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
。
６
月
11
日
か

ら
、
い
よ
い
よ
南
ア
フ
リ
カ
大
会

が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
、
日
本
代
表
23
人

の
一
人
と
し
て
、
本
市
出
身
の
長

谷
部
誠
選
手
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

夢
の
舞
台
に
わ
く
わ
く

　

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
ピ
ッ
チ

（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
は
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
の
夢
の
舞
台
で
す
。
出
場

機
会
も
、
４
年
に
一
度
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
舞
台
に
立
て
る
と

思
う
と
、
今
か
ら
わ
く
わ
く
し
ま

す
。も
ち
ろ
ん
、日
の
丸
を
背
負
っ

て
プ
レ
ー
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、

責
任
や
誇
り
を
強
く
感
じ
ま
す
。

　

憧
れ
の
舞
台
で
す
か
ら
、
ま
ず

は
楽
し
ん
で
プ
レ
ー
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
僕
ら
が
楽
し
く

プ
レ
ー
す
れ
ば
、
見
て
い
る
み
な

さ
ん
も
楽
し
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ

う
か
ら
…
。

世
界
を
見
返
し
た
い

　

僕
が
所
属
し
て
い
る
ド
イ
ツ
の

チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
日
本
は
３
試
合
（
予
選
リ
ー
グ
）

で
終
わ
る
か
ら
、
後
は
ゆ
っ
く
り

と
休
め
て
う
ら
や
ま
し
い
な
」
と
。

負
け
ず
嫌
い
の
僕
は
、
世
界
を
見

返
し
た
い
と
、
日
々
練
習
し
て
い

ま
す
。
出
場
す
る
か
ら
に
は
、
ベ

ス
ト
４
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、

優
勝
を
目
指
し
ま
す
。
僕
が
動
き

回
る
こ
と
で
、
チ
ー
ム
を
活
性
化

さ
せ
た
い
で
す
。

一
緒
に
戦
い
ま
し
ょ
う

　

い
つ
も
、
応
援
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
が
開
幕
し
ま
す
。

　

僕
た
ち
選
手
に
と
っ
て
は
、
み

な
さ
ん
の
応
援
が
力
に
な
り
ま
す
。

熱
い
応
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

藤
枝
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
僕

が
藤
枝
市
出
身
で
あ
る
こ
と
を
誇

り
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
プ

レ
ー
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

僕
を
ひ
い
き
目
で
応
援
し
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
（
笑
）。

ⒸJ.LEAGUE PHOTOS

出
る
か
ら
に
は
優
勝
を
目
指
し
ま
す

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
中
心
選
手
と
し
て
活
躍
す
る
長
谷
部
選
手
。

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
の
憧
れ
の
舞
台
に
、
い
よ
い
よ
立
つ
。
長
谷
部

選
手
が
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
の
決
意
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

進化しつづける　藤枝の星　ＨＡＳＥＢＥ　ＭＡＫＯＴＯ

長谷部 誠

プロフィール
プロサッカープレーヤー
1984年１月18日生まれ

＜サッカー歴＞
青島東小学校→青島中学校→藤枝東
高等学校→浦和レッドダイヤモンズ
→ヴォルフスブルク（ドイツ１部
リーグ）

高校時代、宮城国体に静岡県代表の
一員として出場し、優勝。2002
年、高校卒業後に浦和レッズ入団。
2004年、Ｊリーグベストイレブ
ン。2006年、浦和レッズのＪリー
グ優勝に貢献。2007年、ドイツ
１部リーグのヴォルフスブルクへ移
籍。2009年のリーグ初優勝に貢献
するなど、レギュラーとして活躍中。
日本代表の中心選手として欠かせな
い存在。

予
選
の
相
手
は
３
チ
ー
ム

　

予
選
リ
ー
グ
は
、
非
常
に
厳
し

い
試
合
の
連
続
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
勝
ち
抜
き
ま
す
。
ま
ず
は

初
戦
。
全
力
で
挑
み
ま
す
。
予
選

リ
ー
グ
の
対
戦
チ
ー
ム
は
、
こ
ん

な
チ
ー
ム
で
す
。

　

カ
メ
ル
ー
ン
は
、
ア
フ
リ
カ
特

有
の
フ
ィ
ジ
カ
ル
（
体
）
の
強
い

チ
ー
ム
で
す
。

カ
メ
ル
ー
ン
戦

６
月
14
日
㈪
午
後
４
時
（
日
本
時

間
午
後
11
時
）
キ
ッ
ク
オ
フ

　

オ
ラ
ン
ダ
は
、
攻
撃
陣
に
タ
レ

ン
ト
が
揃
っ
た
、
グ
ル
ー
プ
の
中

で
も
一
番
力
が
あ
る
チ
ー
ム
で
す
。

オ
ラ
ン
ダ
戦

６
月
19
日
㈯
午
後
１
時
30
分
（
日

本
時
間
午
後
８
時
30
分
）
キ
ッ
ク

オ
フ

　

デ
ン
マ
ー
ク
は
、
組
織
的
に

し
っ
か
り
と
し
た
手
強
い
チ
ー
ム

で
す
。

デ
ン
マ
ー
ク
戦

６
月
24
日
㈭
午
後
８
時
30
分
（
日

本
時
間
25
日
㈮
午
前
３
時
30
分
）

キ
ッ
ク
オ
フ
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活
躍
を
市
民
に
誓
う

　

５
月
16
日
、
藤
枝
総
合
運
動
公

園
で
、
長
谷
部
誠
選
手
の
壮
行
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

市
民
ら
約
３
千
人
が
駆
け
付
け
ま

し
た
（
写
真
①
）。
壮
行
会
で
は
、

北
村
正
平
・
藤
枝
市
長
や
山
本
輝

雄
・
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
副
会
長
、

滝
本
義
三
郎
・
長
谷
部
誠
後
援
会

会
長
ら
が
、
激
励
の
言
葉
を
送
り

ま
し
た
。
長
谷
部
選
手
は
、
３
千

人
を
前
に
、
本
大
会
で
の
活
躍
を

誓
い
ま
し
た
（
写
真
②
）。

　

当
日
は
、長
谷
部
選
手
か
ら「
藤

枝
の
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
持
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
、
市
内
の
保
育

園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校
・

特
別
支
援
学
校
に
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー

ル
６
０
０
個
を
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
（
写
真
③
）。

　

壮
行
会
で
は
、
長
谷
部
選
手
へ
、

特
製
応
援
国
旗
２
枚
を
贈
り
ま
し

た
。
こ
の
応
援
国
旗
に
は
、
約
７

０
０
も
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
長
谷
部

選
手
の
母
校
で
あ
る
青
島
東
小
学

校
の
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
子
ど
も
た
ち
（
写
真
④
）
を
は

じ
め
、
Ｂ
ｉ
Ｖ
ｉ
藤
枝
や
、
壮
行

会
会
場
で
、
若
者
た
ち
や
親
子
連

れ
な
ど
（
写
真
⑤
⑥
⑦
）
が
書
き

込
ん
だ
も
の
。
市
長
も
、
熱
い
思

い
を
書
き
込
み
ま
し
た（
写
真
⑧
）。

５月16日　長谷部選手壮行会
藤枝総合運動公園サッカー場

３千人の市民らが熱いエール

長
谷
部
選
手
が
所
属
し
て
い
た

青
島
東
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
み
な
さ
ん

　藤枝市では、NHK静岡放送と共催で
パブリックビューイング（大型スクリー
ンでテレビ中継を観戦）を行います。
　みなさんの熱い声援を、決戦の地・南
アフリカまで届けましょう。

予選リーグ　第２戦
とき／６月19日㈯午後６時30分開場
　　　午後８時30分キックオフ
ところ／藤枝総合運動公園多目的広場

※どなたでも参加できますが、18歳未満
は保護者の同伴が必要です。

問スポーツ振興課
☎643･3111　内線774

ワールドカップ・
パブリックビューイング　in　藤枝

届けみんなの思い
藤枝市は長谷部選手を
応援しています

ソ
ン
グ
、
ス
ナ
イ
ダ
ー
、
ベ
ン
ト

ナ
ー
（
対
戦
国
の
選
手
）
に
負
け

る
な
長
谷
部
選
手
！
み
ん
な
で
応

援
し
て
ま
す
。市

内　

50
代　

男
性

長
谷
部
選
手
の
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト

が
見
た
い
。
今
ま
で
自
分
が
や
っ

て
き
た
こ
と
を
信
じ
て
!!

市
内　

20
代　

女
性

自
分
の
思
っ
た
と
お
り
に
、
思

い
っ
き
り
サ
ッ
カ
ー
し
て
く
だ
さ

い
。
結
果
は
出
る
！

市
内　

50
代　

男
性

長
谷
部
選
手
の
活
躍
を
み
ん
な
で

見
守
っ
て
い
ま
す
。
世
界
の
大
舞

台
で
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
！

市
内　

30
代　

女
性

Ｗ
杯
、
思
い
っ
き
り
楽
し
ん
で
き

て
く
り
ょ
〜
！

焼
津
市　

20
代　

男
性

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
長
谷
部
！

市
内　

70
代　

女
性

応
援
し
て
い
る
の
で
ゴ
ー
ル
を
決

め
て
く
だ
さ
い
。
頼
む
ぞ
、
長
谷

部
！ 

市
内　

親
子

藤
枝
市
民
一
丸
と
な
っ
て
応
援
し

ま
す
。
郷
土
の
た
め
に
も
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。市

内　

40
代　

女
性

藤
枝
の
期
待
と
夢
を
背
負
っ
て
プ

レ
ー
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内　

40
代　

男
性

長谷部選手
　がんばれ〜 !!

①

②

④

⑤⑧

⑥⑦

③

Fujieda H22.6.55



6広報ふじえだFujieda H22.6.57

大石廣志さん
（善左衛門二）

杉山猛志さん
（花倉）

Fujieda City News
藤の里ニュースネットワーク

Fujieda City News
　

５
月
23
日
、
瀬
戸
川
ふ
れ
あ
い

大
橋
下
流
で
、
水
防
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
訓
練
に
は
、
市
消
防
団

や
建
設
業
組
合
、
市
消
防
署
な
ど

か
ら
約
５
０
０
人
が
参
加
。

　

近
年
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
と
呼
ば
れ

る
局
地
的
な
大
雨
が
増
え
、
大
き

な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
訓

練
は
、
こ
れ
か
ら
の
雨
が
多
く
、

災
害
が
起
き
や
す
い
季
節
を
前
に
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、

水
防
技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
雨
の

降
る
中
、
シ
ー
ト
張
り
工
法
、
改

良
せ
き
板
工
法
、
月
の
輪
工
法
、

木
流
し
工
法
な
ど
の
水
防
工
法
を

確
認
し
な
が
ら
、
実
践
的
な
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

問
河
川
課　

内
線
２
３
３

　

市
議
会
５
月
臨
時
会
が
、
５

月
11
日
か
ら
13
日
ま
で
開
催
さ

れ
、
議
長
・
副
議
長
な
ど
が
決

定
し
ま
し
た
。
議
長
に
は
池
田 

博
氏
、
副
議
長
に
は
渡
辺
恭
男

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
委
員
会
の
構
成
・
役
職

な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
以
下
敬
称
略
）

監
査
委
員　

臼
井
郁
夫

議
会
運
営
委
員
会

議
会
の
円
滑
な
運
営
を
図
る
と

と
も
に
、
議
案
・
陳
情
の
審
査

な
ど
を
行
い
ま
す
。

委
員
長　

水
野　

明

副
委
員
長　

池
谷　

潔

委

員

大
石
信
生
・
薮
﨑
幸
裕
・

岡
村
好
男
・
西
原
明
美
・

植
田
裕
明
・
百
瀬　

潔
・

館　

正
義

常
任
委
員
会

　

議
案
や
陳
情
な
ど
の
審
査
・

研
究
を
行
い
ま
す
。
議
員
は
、

常
任
委
員
会
の
い
ず
れ
か
に
必

ず
所
属
し
ま
す
。

◇
総
務
消
防
委
員
会

委
員
長　

西
原
明
美

副
委
員
長　

遠
藤　

孝

委

員

志
村
富
子
・
槇
原
正
昭
・

向
島
春
江
・
百
瀬　

潔
・

池
田　

博

◇
健
康
福
祉
委
員
会

委
員
長　

薮
﨑
幸
裕

副
委
員
長　

大
石
保
幸

委

員

石
井
通
春
・
臼
井
郁
夫
・

池
谷　

潔
・
水
野　

明
・

渡
辺
恭
男

◇
文
教
建
設
経
済
委
員
会

委
員
長　

岡
村
好
男

副
委
員
長　

萩
原
麻
夫

委

員

大
石
信
生
・
小
林
和
彦
・

天
野
正
孝
・
杉
山
猛
志
・

植
田
裕
明
・
館　

正
義

総
合
計
画
特
別
委
員
会

委
員
長　

百
瀬　

潔

副
委
員
長　

天
野
正
孝

委

員

石
井
通
春
・
槇
原
正
昭
・

薮
﨑
幸
裕
・
岡
村
好
男
・

西
原
明
美
・
杉
山
猛
志
・

館　

正
義

土
地
利
用
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

遠
藤　

孝

副
委
員
長　

臼
井
郁
夫

委

員

大
石
信
生
・
小
林
和
彦
・

萩
原
麻
夫
・
向
島
春
江
・

池
谷　

潔
・
百
瀬　

潔
・

館　

正
義

市
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　

萩
原
麻
夫

副
委
員
長　

天
野
正
孝

委

員

石
井
通
春
・
大
石
保
幸
・

西
原
明
美

市
議
会
倫
理
委
員
会

委
員
長　

向
島
春
江

副
委
員
長　

薮
﨑
幸
裕

委

員

石
井
通
春
・
志
村
富
子
・

臼
井
郁
夫
・
渡
辺
恭
男
・

館　

正
義

農
業
委
員
会

委

員　

杉
山
猛
志

駿
遠
学
園
管
理
組
合
議
会

議

員

薮
﨑
幸
裕
・
大
石
保
幸

志
太
広
域
事
務
組
合
議
会

議

員

大
石
信
生
・
薮
﨑
幸
裕
・

岡
村
好
男
・
池
谷　

潔
・

百
瀬　

潔
・
水
野　

明
・

館　

正
義
・
池
田　

博

問
議
会
事
務
局　

内
線
５
１
２

市
議
会
５
月
臨
時
会

議
長
に
池
田 

博
氏
、
副
議
長
に
渡
辺
恭
男
氏
を
選
出

　

市
議
会
推
薦
の
杉
山
猛
志
氏
と
、
大

井
川
土
地
改
良
区
推
薦
の
大
石
廣
志
氏

が
、
新
た
に
農
業
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
二
人
の
任
期
は
、
平
成
23
年
７

月
19
日
ま
で
で
す
。
今
回
の
選
任
は
、

市
議
会
推
薦
の
臼
井
郁
夫
氏
と
、
大
井

川
土
地
改
良
区
推
薦
の
西
形
倍ま

す

夫お

氏
が

退
任
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

農
業
委
員
会
は
、
市
町
村
に
置
か
れ

る
行
政
委
員
会
の
一
つ
。
藤
枝
市
の
農

業
委
員
会
は
、
31
人
の
農
業
委
員
で
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
、
農
地
の
売

買
・
貸
し
借
り
・
農
地
転
用
な
ど
の
農

地
法
に
基
づ
い
た
許
認
可
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
確
保
と
保

全
の
た
め
の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
農

業
者
年
金
の
加
入
・
受
給
業
務
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局　

内
線
４
７
２

農
業
委
員
会
委
員

水
防
訓
練

新
た
に
二
人
を
選
任

大
雨
に
備
え
て
訓
練

　市議会５月臨時会で、私たちが議長・副議長
に選出され、大役を担うこととなりました。
　藤枝市は、中心市街地の活性化や主要道路の
整備などで、これから大きく変わります。一方、
市立総合病院の経営健全化をはじめ、医療・福
祉の充実なども大切です。市民のみなさんが安
全・安心に暮らせるよう、みなさんと同じ目線
に立って、行政をチェックします。
　市民の代表としての責任を強く自覚し、みな
さんの負託に応えられるよう努めます。また、
「開かれた議会」の実現に向け、さらなる改革
にも取り組みます。

議長　池田　博 副議長　渡辺恭
た か

男
お

　この春、市内では７人のみなさんが叙勲・褒章を
受けられました。 問秘書課　内線303

平成22年　春の叙勲・褒章

栄えある受章

瑞宝小綬章（郵政行政事業功労）
　多年にわたり、郵政監察官として郵
政事業に関する調査・考査・捜査を行
い、郵便局の信頼確保に尽力されまし
た。また、東海郵政監察局三重郵政監
察室長などの要職を歴任され、郵便事
業・郵便貯金業務・簡易保険業務の適
正運営に大きく貢献されました。

旭
きょく

日
じ つ

小
しょう

綬
じ ゅ

章
しょう

（地方自治功労）

　多年にわたり、岡部町長として住民
福祉の向上に尽力されました。また、
効果的で効率的な行政運営実現のため
に広域行政を推進し、日常生活圏と行
政区域が一致した総合的なまちづくり
に取り組み、藤枝市との合併に大きく
貢献されました。

井田久義さん
（岡部町三輪）

勝澤萬
ま

茂
も

留
る

さん
（瀬古三）

瑞
ずい

宝
ほ う

中
ちゅう

綬
じ ゅ

章
しょう

（教育研究功労）

　多年にわたり、静岡大学教授（教育
学専攻）として教員を目指す学生の指
導に尽力されました。また、教育学部
附属浜松中学校長、教育学部長などを
歴任され、円滑な学校運営と、教育・
研究体制の整備・充実に大きく貢献さ
れました。

志村鏡一郎さん
（南駿河台三）

瑞宝小綬章（警察功労） 旭日双
そう

光
こ う

章
しょう

（金融業功労）

　多年にわたり、静岡県警察官として、
刑事警察の職務に精励され、「検挙に
勝る防犯はない」との信念のもと、県
民生活の安全確保に尽力されました。
また、県警本部刑事部長などの要職を
歴任され、事件の解決・治安維持に大
きく貢献されました。

　多年にわたり、金融機関人として金
融業務に精励され、協同組織の経営理
念のもと、地域中小企業の発展と地域
住民の生活向上に尽力されました。ま
た、焼津信用金庫理事長などの要職を
歴任され、信用金庫業界の発展に大き
く貢献されました。

酒井 猛さん
（大新島）

鈴木梅二郎さん
（岡部町内谷）

瑞宝単
たん

光
こ う

章
しょう

　（鉄道業務功労） 黄
お う

綬
じ ゅ

褒
ほ う

章
しょう

（業務精励：農業）

　多年にわたり、JRグループの前身
の日本国有鉄道職員として鉄道の安全
運行に尽力されました。また、新幹線
総局電気部補佐などの要職を歴任され、
電気工事の積算マニュアルを作成され
るなど、日本の鉄道業務の発展に大き
く貢献されました。

　多年にわたり、みかんの品質向上に
努め、新しい栽培手法を次々と取り入
れるなど、農家の先頭に立ち業務に精
励されました。また、大井川農業協同
組合長として、新鮮で安全な食材の提
供と地域の農業振興に大きく貢献され
ています。

青木利三郎さん
（鬼島）

森谷冨士男さん
（西方）

▲水の浸入を防ぐ改良せき板工法
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平
成
19
年
と
21
年
に
行
っ
た
東

海
地
震
に
つ
い
て
の
県
民
意
識
調

査
の
結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

・
東
海
地
震
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

　

平
成
19
年　

95
・
３
％

　

平
成
21
年　

95
・
６
％

・
非
常
持
ち
出
し
用
と
し
て
３
日
分

以
上
の
食
料
を
用
意
し
て
い
る

　

平
成
19
年　

32
・
３
％

　

平
成
21
年　

34
・
９
％

・
３
日
分
（
１
日
３
ℓ
）
の
飲
料

水
を
備
蓄
し
て
い
る

　

平
成
19
年　

25
・
６
％

　

平
成
21
年　

33
・
１
％

・
自
宅
の
家
具
類
の
固
定
を
し
て

い
る（
大
部
分
固
定
し
て
い
る
）

　

平
成
19
年　

10
・
０
％

　

平
成
21
年　

14
・
６
％

本
当
に
地
震
の
備
え
は
、

万
全
で
す
か
？

　

昨
年
８
月
に
発
生
し
た
駿
河
湾

を
震
源
と
す
る
地
震
。
こ
の
地
震

の
後
、多
く
の
家
庭
で
は
「
食
料
・

飲
料
水
を
備
蓄
し
た
」「
棚
の
上

の
重
い
も
の
を
下
ろ
し
た
」
な
ど
、

地
震
対
策
を
行
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
21
年
の
調
査
結

果
を
見
る
と
、
前
回
の
調
査
か
ら

多
少
は
数
値
が
上
昇
し
て
い
る
も

の
の
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え

ま
せ
ん
。
東
海
地
震
説
が
発
表
さ

れ
て
か
ら
30
年
以
上
が
経
ち
、
東

海
地
震
へ
の
危
機
意
識
が
薄
れ
て

い
る
の
が
現
状
の
よ
う
で
す
。

生
死
を
分
け
る
も
の
は
、

心
構
え
と
準
備

　

防
災
の
基
本
は
、「
自
分
と
自

分
の
家
族
の
命
は
、
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
「
自
助
」
で
す
。

　

大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
場

合
、
生
死
を
分
け
る
の
は
、
心
構

え
と
各
家
庭
で
の
事
前
の
対
策
で

す
。
今
、
各
家
庭
の
地
震
対
策
の

内
容
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
で
の
被
害
を
軽
減
し
、
か

け
が
え
の
な
い
命
を
守
る
た
め
に

は
、
必
要
な
準
備
を
普
段
か
ら
怠

ら
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く

な
い
大
地
震
…
そ
れ
は
明
日

か
も
し
れ
ま
せ
ん

　

平
成
７
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災

の
よ
う
に
、
突
然
、
大
地
震
が
発

生
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

備
え
は
、
今
か
ら
で
も
遅
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
も
う
一
度
、「
自
分

の
命
は
自
分
で
守
る
」「
自
ら
の

地
域
は
み
ん
な
で
守
る
」
と
い
う

防
災
の
基
本
を
念
頭
に
お
き
、
予

想
さ
れ
る
東
海
地
震
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
東
海
地
震
へ
の
備
え

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り　

No.66

問
危
機
管
理
課　

内
線
３
８
３

　市税や使用料などの滞納が年々増加しています。市では、
納期限内に納めている人との公平性を守るため、滞納者対
策を強化します。貴重な財源の確保に向け、再三の催告に
応じない不誠実な滞納者に対し、差し押さえなどの法的措
置を行います。
【不誠実な滞納者とは】
・支払う財産があるのに納める誠意がない
・納める約束をしても約束を守らない
・市の納税・納付相談の呼びかけに応じない
【これまでの法的な取り組み】
・不動産の差し押さえ　　・所得税還付金の差し押さえ
・生命保険の差し押さえ　・預貯金の差し押さえ
・給与の差し押さえ　など
【滞納者対策を強化】
・滞納処分を専門に行う債権回収対策室が、不誠実な滞納

者に対し、これまで以上に迅速に財産の差し押さえなど
の法的な措置を行います

【新たな法的措置】
　◆自動車の差し押さえ◆

タイヤロック（車輪止め）
を使用し、所有している自
動車など（自動車、軽自動
車、オートバイ）の差し押
さえを行います。 

　◆動産（家財など）の差し押さえ◆
差し押さえた家具や家電製品
などの家財は、インターネッ
ト公売などの方法により売却
し、滞納者の市税などに充当
します。

幻
の
「
岡
部
町
誌
」
を
復
刻

　

今
回
、
約
１
０
０
年
前
の
「
岡

部
町
誌
」
を
藤
枝
市
史
叢そ

う

書し
ょ

と
し

て
復
刻
し
ま
し
た
。
こ
の
町
誌
は

大
正
元
年
（
１
９
１
２
）、
当
時

の
志
太
郡
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
、

編
さ
ん
。
わ
ず
か
４
カ
月
と
い
う

短
期
間
で
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
し
か
し
、
町
誌
自
体
は
出
版

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
世
の
中
に

は
出
回
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回

の
復
刻
本
は
、
旧
岡
部
町
役
場
で

長
年
保
管
さ
れ
て
き
た
手
書
き
の

ガ
リ
版
刷
り
を
も
と
に
、
原
文
の

ま
ま
初
め
て
活
字
化
し
ま
し
た
。

温
州
み
か
ん
の
始
ま
り

　

旧
岡
部
町
は
、
明
治
22
年
（
１

８
８
９
）
３
月
、
岡
部
宿
と
内う

つ

谷た
に

村
・
三
輪
村
・
桂
島
村
・
村む

ら

良ら

村
・

子
持
坂
村
・
入
野
村
の
１
宿
６
カ

村
が
合
併
し
て
誕
生
。
今
回
の
町

誌
の
「
概
説
」
で
は
、
岡
部
の
特

産
品
で
あ
る
み
か
ん
・
お
茶
・
シ

ダ
細
工
の
歴
史
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
ま
す
。
県
内
の
温う

ん

州し
ゅ
う

み
か
ん

は
、
江
戸
時
代
後
期
に
田
中
城
主

の
邸
内
に
あ
っ
た
紀
州
み
か
ん
か

ら
接
木
し
、
三
輪
地
区
の
阿あ

弥み

陀だ

ヶが

沢さ
わ

に
移
植
し
た
の
が
始
ま
り

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代

に
は
、
品
質
・
風
味
共
に
す
ば
ら

し
い
と
、
県
内
で
も
有
数
の
み
か

ん
の
産
地
に
な
り
ま
し
た
。

宇
津
ノ
谷
峠
越
え
の
変
遷

　

町
誌
に
は
「
名
勝
遺
跡
」
の
記

述
も
あ
り
、
平
安
時
代
の
「
伊
勢

物
語
」
に
登
場
し
て
以
来
、
東
海

道
の
名
所
と
な
っ
た
宇
津
ノ
谷
峠

越
え
に
つ
い
て
も
書
か
れ
て
い
ま

す
。
時
代
ご
と
の
変
遷
を
紀
行
文

や
和
歌
を
引
用
し
な
が
ら
、
的
確

に
分
析
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
伊
勢
物
語
で
「
蔦つ

た

や
楓か

え
で

が

生
い
茂
っ
て
大
変
心
細
い
」
と
表

現
さ
れ
た
蔦
の
細
道
は
、
鎌
倉
時

代
中
期
に
は
整
備
さ
れ
、
そ
の
情

景
は
様
変
わ
り
し
た
よ
う
で
す
。

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）、
豊
臣

秀
吉
に
よ
る
小
田
原
征
伐
の
際
、

峠
越
え
の
新
道
が
開
か
れ
、
江
戸

時
代
に
は
、
こ
の
新
道
が
東
海
道

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
旧
道

で
あ
る
蔦
の
細
道
は
、
通
行
が
途

絶
え
、
荒
れ
て
し
ま
っ
た
と
記
録

さ
れ
て
い
て
、
峠
越
え
の
移
り
変

わ
り
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　
「
岡
部
町
誌
」
に
は
、
こ
の
ほ

か
町
域
の
寺
社
や
方
言
な
ど
も
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
岡
部
の

風
土
や
歴
史
を
理
解
す
る
の
に
役

立
ち
ま
す
。
町
誌
を
読
ん
で
、
岡

部
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

市
史
叢
書
14『
岡
部
町
誌（
復
刻
）』

内
容
／
Ｂ
５
判
・
84
ペ
ー
ジ
。
１

冊
８
０
０
円
。
販
売
３
０
０
部
。

※
昭
和
初
期
の
岡
部
町
地
図
の

綴
じ
込
み
つ
き
。

販
売
場
所
／
郷
土
博
物
館

えだっこじてん⑭

問文化財課　内線758

▲昔の風情を今も色濃く残す「蔦の細道」

▲昨年の第10回静岡県市町村対抗駅伝競走大会のスタート

防災編

納税の公平性を守るため、滞納者対策を強化
問納税課　内線634／債権回収対策室　内線636

第11回 静岡県市町対抗駅伝競走大会　練習会参加者募集
問スポーツ振興課　内線774

　12月４日㈯に行われる「第11回 静岡県市町対抗駅伝競
走大会」への出場を目指す人のための練習会参加者を募集
します。市の代表選手を目指す人はもちろん、走ることが
好きな人なら、どなたでも大歓迎です。

対象／市内に住んでいるか、通勤・通学している小学生以
上の人

とき／毎週火・木曜日　午後６時30分～
ところ／藤枝総合運動公園陸上競技場
申し込み／運動のできる服装で、直接、会場へ
※７月３日㈯開催の市陸上競技記録会と、９月４日㈯開催
の市陸上競技大会は、市町対抗駅伝競走大会の選考会を 
兼ねています。

藤枝アスリートクラブで陸上の
指導をしてくれる人を募集します

とき／①火・木曜日午後６時～、②土曜日午前８時30分～
ところ／藤枝総合運動公園陸上競技場および多目的広場
申し込み／電話で市陸上競技協会（向島宛）へ

　☎090･7432･4570
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「
藤
枝
市
も
っ
た
い
な
い
運
動
」

っ
て
な
に
？

　
「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
言
葉
の
意
味

は
、
単
に
も
の
を
粗
末
に
し
な
い
と
い
う
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
り
が
た
い
と
い
う

「
感
謝
の
心
」、
お
そ
れ
多
い
と
い
う
「
謙
虚

の
心
」、
人
や
も
の
を
大
切
に
す
る
と
い
う

「
優
し
い
心
」
の
三
つ
の
美
徳
が
込
め
ら
れ

た
、
奥
深
い
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

言
葉
に
込
め
ら
れ
た
思
い
は
、
環
境
を
守
る

精
神
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
藤
枝
市
の
環
境

運
動
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
ま
し
た
。

　
「
藤
枝
市
も
っ
た
い
な
い
運
動
」
は
、
無

駄
の
多
い
暮
ら
し
方
を
見
直
し
、
先
人
か
ら

受
け
継
い
だ
環
境
を
次
の
世
代
に
伝
え
る
た

め
、
市
民
総
ぐ
る
み
で
環
境
に
つ
い
て
考
え
、

行
動
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
み
ん
な
の
力

で
行
動
す
る
参
加
型
の
県
民
運
動
「
Ｓ
Ｔ

Ｏ
Ｐ
温
暖
化
ア
ク
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」。

市
内
に
住
む
鈴
木
正
子
さ
ん
（
高
柳
）
一
家

の
チ
ー
ム
「
鈴
の
音
エ
コ
」
が
、
こ
の
ほ
ど
、

平
成
21
年
度
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
温
暖
化
グ
ラ
ン
プ
リ

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
が
約
20
年
前
か
ら
、「
も
っ
た

い
な
い
」
の
気
持
ち
で
、
節
電
や
節
水
、
ご

み
減
量
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
が
、

大
き
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

鈴
木
さ
ん
は
「
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
る
の
が
、
長
く
続
い
て
い
る
ヒ
ケ
ツ
で

す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
、
も
っ
た
い
な
い
と

気
づ
い
た
ら
実
行
に
移
し
て
み
る
こ
と
が
大

事
。
も
っ
た
い
な
い
が
、
誇
れ
る
時
代
に
な

り
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
、
子
ど
も
た

ち
が
環
境
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
エ
コ
活
動

を
実
践
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
環
境
省

と
市
町
村
が
連
携
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
の
登
録
を
し
て
、

地
球
に
や
さ
し
い
こ
と
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

活
動
／
決
め
ら
れ
た
活
動
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
然
観
察
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
、
家

庭
・
学
校
・
地
域
の
中
で
、
身
近
に
で
き

る
環
境
活
動
を
実
施
し
、
そ
の
内
容
を
報

告
。回
数
に
応
じ
て
、ア
ー
ス
レ
ン
ジ
ャ
ー

認
定
証
や
グ
ッ
ズ
が
も
ら
え
ま
す

対
象
／
幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の
子
ど
も
２

人
以
上
と
代
表
者
（
大
人
1
人
以
上
）
で

登
録
。
家
族
単
位
で
の
登
録
も
可
能

申
し
込
み
／
生
活
環
境
課
で
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い

１
．
わ
た
し
た
ち
は
、
先
人
の
知
恵
で

あ
る
「
も
っ
た
い
な
い
」
の
精
神

に
学
び
、
無
駄
の
な
い
暮
ら
し
を

実
現
し
ま
す
。

２
．
わ
た
し
た
ち
は
、「
も
っ
た
い
な

い
」
を
合
言
葉
に
、
ご
み
を
減
ら
し
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
し
、
低
炭
素

社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

３
．
わ
た
し
た
ち
は
、
毎
日
の
生
活
が

地
球
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
を
認
識
し
、
地
球
市
民
と

し
て
行
動
し
ま
す
。

”も
っ
た
い
な
い
“
都
市
宣
言

▲堆肥化した生ごみを家庭菜園で使用する鈴木さん
▲昨年、地球を守る子「アースレンジャー」
に認定された広幡小学校４年生のみなさん

進めています「藤枝市もったいない運動」

地球温暖化防止ライトダウン
　市では、地球温暖化防止のためライト
アップ施設や家庭の電気を消して、CO２ 
の削減を呼びかける「CO２削減／ライ
トダウンキャンペーン」を実施します。 
ライトダウン期間／
　６月20日㈰～７月７日㈬
　午後８時から（個々の事情による）
※強化日：６月21日（夏至）・
７月７日（七夕）

　午後８時～10時

★

★★

★

★

★

市内の事業所も運動を支えています

　飲料メーカーと市内87の事業所に、環境保全活動
の一環として、毎月、「藤枝市もったいない運動推進
募金」に協力いただいています。具体的には、事業所
内に設置した自動販売機の売り上げの一部を寄付して
いただいています。
　この寄付は「藤枝市もったいない運動」の活動資金
として、活用しています。

藤枝市もったいない運動推進委員会

　本市の環境をよりよいものにするため、「藤枝市もっ
たいない運動」を推進する活動をしています。地球温
暖化の防止と循環型社会を構築するため、一人一人が
今すぐできる環境行動の実践を目指します。
【昨年度の主な取り組み】
・藤枝市もったいない運動推進集会の開催
・マイバック運動の啓発
・電気量チェックとチャ
レンジごみダイエット
の実施
・レジ袋無料配布中止の
協定締結
・古着・古布の回収など

エコの輪を広げる「ふじえだグリーン乗車券」

　「藤枝市もったいない運動」オリジナルデザインの
市自主運行バス乗車券（パサールカード）を差し上げ
ます。
Ｑ：どんな人がもらえるの？
Ａ：環境に関するコンクールやイベントなどへの参加
賞として、また「もったいないエコファミリー宣
言」をした家族に、認定書と一緒にお渡しします。

Ｑ：効果は？
Ａ：自家用車の代わりに、公共交通機関を利用すること

で、二酸化炭素の排出量を削減できます。
Ｑ：バスを利用しない人は？
Ａ：学校や福祉施設などへ寄
付することで、「もった
いない運動」の輪が広が
ります。

もったいないエコファミリー宣言
今月は環境月間。積極的に取り組みましょう

　現在の暮らし方をエコの視点で見直し、家族で環境
にやさしい次の３つの目標を宣言しませんか。市では、
エコファミリー宣言する家族を募集しています。参加
を希望する家族は、生活環境課までご連絡ください。
・１人１日25％（1.4㎏）の二酸化炭素を減らします。
・１人１日10％（50g）の燃やすごみを減らします。
・身近な自然のすばらしさに触れ、環境保全活動に参
加します。

参加方法／宣言をしてから半年間、
家族みんなで節電・節水などの
エコ活動に取り組んでください

特典／半年後に取り組んだ成果
を報告してください。「認定書」
と「ふじえだグリーン乗車券」
を贈呈します

推進委員による街頭啓発▶

事業者 個人

個人団体

募集 報告

いも っ
た なな
い
い

も
い

いも っ
た なな
い
い

も
い

それっ
てホン

トに「
ごみ」

ですか
？

　近代の大量生産・大量消費・大量廃棄によって地
球環境へ負担を掛け続けてきた結果、地球の環境汚
染や温暖化が進み、私たちの生活に大きな影響を及
ぼしています。
　６月は環境月間です。これまでの暮らし方を見直
し、「もったいない」の精神で、環境問題に市民総
ぐるみで取り組みましょう。

藤枝市もったいない運動推進中
問生活環境課　内線412

鈴
木
さ
ん
一
家
が

エ
コ
活
動
で
優
秀
賞

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
へ
の

登
録
者

見本
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ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
教
室

母
子
家
庭
な
ど
へ
の

医
療
費
補
助
制
度

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

市
の
教
育
ロ
ー
ン

日
赤
の
募
金
に
ご
協
力
を

第
36
回
都
市
計
画
審
議
会

窓
口
案
内
シ
ス
テ
ム
稼
動

農
用
地
除
外
の
申
請
受
付

市
立
総
合
病
院
公
開
講
座

農
薬
を
安
全
に
使
お
う

狩
猟
免
許
試
験

無
料
鍼し

ん

灸き
ゅ
う

マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止

16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

▼
と
き
／
６
月
16
日
㈬
午
後
７
時
〜

８
時　

▼
と
こ
ろ
／
市
立
総
合
病
院

２
階
講
堂　

▼
内
容
／
白
内
障
の
診

断
と
治
療　

▼
講
師
／
近
藤
衣
里
・

眼
科
医
員
、
星 

最さ
い

智ち

・
眼
科
医
長

▼
受
講
料
／
無
料　

※
申
込
不
要

問
市
立
総
合
病
院
管
理
課

☎
６
４
６
・
１
１
１
１

病
院
で
か
か
っ
た
費
用
の
う
ち
、
社

会
保
険
各
法
に
規
定
す
る
保
険
給
付

験
・
適
性
試
験
・
技
能
試
験　

▼
受

験
料
／
５
２
０
０
円
（
他
の
種
類
の

狩
猟
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
は
３
９

０
０
円
）　

▼
申
し
込
み
／
６
月
21

日
㈪
〜
７
月
23
日
㈮
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

に
、
直
接
、
志
太
榛
原
農
林
事
務
所

（
藤
枝
総
合
庁
舎
内
）
へ

予
備
講
習
会

▼
と
き
／
７
月
19
日
㈷　

▼
と
こ
ろ
／ 

静
岡
労
政
会
館　

▼
受
講
料
／
７
千

円　

▼
申
し
込
み
／
７
月
９
日
㈮
ま

で
に
電
話
で
静
岡
県
猟
友
会
事
務
局

（
☎
２
５
３
・
６
４
２
７
）
へ

問
農
林
課　

内
線
４
５
６

の
対
象
と
な
る
医
療
費
の
自
己
負
担

分
（
入
院
時
食
事
標
準
負
担
額
分
を

除
く
）
を
助
成
し
ま
す
。
認
定
期
間

は
、
７
月
か
ら
平
成
23
年
６
月
ま
で

で
す
。
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
金

受
給
者
証
の
手
続
き
は
、
６
月
中
に

お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
／
所
得
税
非
課
税
世
帯
で
、

20
歳
未
満
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
、

母
子
家
庭
の
母
と
子
・
父
子
家
庭
の

父
と
子
・
両
親
の
い
な
い
家
庭
の
子

問
児
童
課　

内
線
６
３
０

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
勤
労

者　

▼
融
資
限
度
額
／
進
学
・
在
学

者
一
人
に
つ
き
２
０
０
万
円
ま
で 

▼
返
済
期
間
／
５
年
以
内
（
在
学

中
据
え
置
き
可
）　

▼
融
資
利
率
／

1.5
％
（
固
定
金
利
）　

▼
申
し
込 

み
／
直
接
、
ろ
う
き
ん
藤
枝
支
店
へ

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
商
業
観
光
課　

内
線
４
６
５

ろ
う
き
ん
し
だ
は
い
ロ
ー
ン
セ
ン

タ
ー　
　

☎
６
３
６
・
８
８
０
０

み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
募

金
は
、
国
内
・
国
外
の
自
然
災
害
の

救
援
活
動
や
発
展
途
上
国
の
開
発
協

力
事
業
支
援
活
動
な
ど
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
募
金
／
１
口
２
千
円
以
上　

▼
税

法
上
の
優
遇
措
置
／
９
月
30
日
㈭
ま
で

問
日
本
赤
十
字
社
有
功
会
藤
枝
支
会

（
社
会
福
祉
課
内
）　

内
線
６
５
２

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

▼
と
き
／
７
月
９
日
㈮
午
前
10
時
〜

正
午　

▼
と
こ
ろ
／
市
役
所
庁
議
室

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課　

内
線
２
０
２

６
月
１
日
か
ら
、
市
民
課
窓
口
で
は

受
付
番
号
を
お
知
ら
せ
す
る
シ
ス
テ

ム
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
市
民

課
受
付
に
あ
る
発
券
機
で
、
番
号
券

を
発
行
し
ま
す
。
音
声
案
内
と
液
晶

画
面
で
順
番
を
お
知
ら
せ
し
、
窓
口

に
来
ら
れ
た
市
民
の
み
な
さ
ん
を
、

ス
ム
ー
ズ
に
ご
案
内
し
ま
す
。

問
市
民
課　

内
線
６
１
３

▼
受
付
期
間
／
７
月
５
日
㈪
〜
16
日

㈮
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）　

▼
と
こ
ろ
／
農
林

課　

▼
申
請
で
き
る
要
件
／
農
家
住

宅
用
地
、
災
害
非
難
住
宅
用
地
な
ど

問
農
林
課　

内
線
４
５
２

農
薬
の
使
用
が
増
え
る
時
期
で
す
。

安
全
な
農
産
物
の
生
産
、
農
薬
使
用

者
の
安
全
、
周
辺
環
境
の
保
全
な
ど

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
農
薬
の
種
類
や

注
意
事
項
を
よ
く
確
認
し
、
適
正
な

使
用
や
散
布
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
林
課　

内
線
４
５
３

▼
と
き
／
８
月
22
日
㈰
午
前
９
時
〜

▼
と
こ
ろ
／
静
岡
総
合
庁
舎
（
静
岡

市
駿
河
区
）　

▼
免
許
の
種
類
／
網

猟
、
わ
な
猟
、
第
１
種
銃
猟
、
第
２

種
銃
猟　

▼
試
験
内
容
／
知
識
試

市
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
に
よ
る
無

料
の
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
治
療
で
す
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
65
歳

以
上
の
人　

▼
と
き
／
６
月
27
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
30
分　

▼
と

こ
ろ
／
福
祉
セ
ン
タ
ー
き
す
み
れ 

▼
定
員
／
１
０
０
人
（
申
込
順
） 

▼
申
し
込
み
／
電
話
で
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ　

☎
６
６
７
・
２
９
４
０

走
行
中
の
バ
ス
の
車
内
で
席
を
離
れ

る
と
、
転
倒
な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
バ
ス
か
ら
降

り
る
と
き
は
、
バ
ス
が
完
全
に
停
止

し
て
か
ら
席
を
お
立
ち
く
だ
さ
い
。

お
立
ち
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
手

す
り
や
つ
り
革
に
つ
か
ま
る
な
ど
、

車
内
事
故
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
静
岡
県
バ
ス
協
会

☎
２
５
５
・
９
２
８
１

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、

通
勤
・
通
学
し
て
い
る
、
高
校
生
以

上
の
人　

▼
と
き
／
７
月
11
日
㈰
・

14
日
㈬
午
後
２
時
〜
４
時
（
２
日
と

も
同
じ
内
容
で
す
）　

▼
と
こ
ろ
／
岡

出
山
図
書
館　

▼
定
員
／
20
人
（
申

込
順
）　

▼
受
講
料
／
無
料　

▼
申 

し
込
み
／
６
月
11
日
㈮
〜
18
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
に
、
電
話
で
岡

出
山
図
書
館
（
17
日
㈭
を
除
く
）
へ

☎
６
４
３
・
３
４
８
９

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

ぱりて市民大学（３回シリーズ）
【藤枝市の未来】
　とき／７月３日㈯午後１時30分～３時30分
　ところ／市役所大会議室　　定員／ 80人（申込順）
　講師／北村正平・藤枝市長
【アメリカと民主主義】
　とき／９月４日㈯午後１時30分～３時30分
　ところ／市役所大会議室　　定員／ 80人（申込順）
　講師／大前匡明さん（英書講読会ほか主宰）
ぱりて講座
【高齢者の居場所と出番～ボランティアのすすめ～】
　とき／７月15日㈭午前10時～正午
　ところ／生涯学習センター　定員／ 40人（申込順）
　講師／平田 厚さん（静岡福祉文化実践研究所代表）
申し込み／開催日前日までに、電話またはファクスに住
所・氏名・電話番号を記入し、男女共同参画推進セン
ターぱりてへ

ぱりて講座　受講生募集
問男女共同参画推進センターぱりて　☎ 641・7777

下水道使用料等審議会委員募集
問下水道課　☎644･1181　 643･3580

gesui＠city.fujieda.shizuoka.jp 　今年も「藤枝かおり」のペットボトル茶を限定販売します。
ジャスミンのような香りと、すっきりとした後味をお楽しみく
ださい。ケーキやクッキーなどの洋菓子にも、ぴったりです。
販売開始／６月24日㈭
価格／１本120円（350ml）
※取扱店などは、お問い合
わせください。

　平成23年度採用の、市職員採用説明会を開催
します。市では、柔軟な発想と行動力に富んだ
有能な人材を求めています。藤枝市職員を目指
す人は、ぜひ、ご参加ください。なお、採用職
種・人数・条件などは、広報ふじえだ６月20日
号と、６月20日以降に市ホームページでお知ら
せします。
とき／６月25日㈮午後７時～８時
　　　　　26日㈯午後７時～８時
　（２回とも同じ内容です）
ところ／市役所大会議室
※ご家族も参加できます。
※申込不要

市職員採用説明会
～若さでチャレンジ！「元気なまち藤枝」づくり～

問人事課　内線332
　市では、公共下水道事業・農業集落排水事業・地域汚水処
理事業の運営や使用料などについて、使用するみなさんの意
見を反映するため、審議会委員を募集します。
応募資格／次のすべての条件を満たす人
　①市内に住んでいるか、通勤している　②公共下水道・農
業集落排水施設・岡部地区地域汚水処理施設のいずれかを
使用　③20歳以上　④議員・公務員以外　⑤市の審議会委
員などの兼務数が４つ以内　⑥６回程度開催する平日昼間
の会議に参加できる
定員／２人以内　任期／６月～ 10月（予定）
選考方法／書類選考（必要に応じて面接）
申し込み／６月７日㈪～ 25日㈮に、下水道課に備え付けの
申込書に必要事項を記入し、400字程度の「応募の動機」
の文章とともに、直接または郵送、ファクス、Ｅメールで
〒426‒0021市内城南3‒2‒1下水道課へ
※申込書は市ホームページからもダウンロードできます。
※詳しくは、下水道課へお問い合わせください。

野
外
活
動
や
自
然
観
察
を
体
験
し
て
、

地
域
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
を
目
指

し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
小
学
校
５
年
〜
６
年
生 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
／
７
月
24
日
㈯
〜

25
日
㈰
…
焼
津
青
少
年
の
家
、
10
月
９

日
㈯
〜
10
日
㈰
…
大
久
保
キ
ャ
ン
プ

場
な
ど
、
平
成
23
年
２
月
６
日
㈰
… 

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

▼
定
員
／
30

人
（
抽
選
）　

▼
参
加
料
／
７
千
円

▼
申
し
込
み
／
７
月
３
日
㈯
午
後
２

時
か
ら
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
う

説
明
会
へ

問
生
涯
学
習
課☎

６
４
３
・
３
０
４
７

情
報

フ
ァ
イ
ル

藤枝かおりペットボトル茶限定販売
問藤枝市茶振興協議会事務局（農林課内）　内線452

ポ
リ
テ
ク
ノ
カ
レ
ッ
ジ
浜
松

10
月
か
ら
電
気
技
術
科
で
２
年
間
学

び
、
電
気
主
任
技
術
者
（
第
３
種
）、

電
気
工
事
士
（
第
１
・
第
２
種
）
な

ど
の
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
／
40
歳
未
満
で
、
高
校
卒
業

ま
た
は
同
程
度
の
学
力
を
有
し
、
終

了
後
に
就
職
を
希
望
す
る
人　

▼
入

学
選
考
日
／
第
１
回
…
８
月
９
日

㈪
、
第
２
回 

…
９
月
24
日
㈮　

▼
受 

験
料
／
１
万
８
千
円　

▼
募
集
期
間
／ 

第
１
回
…
７
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮
、

第
２
回
…
８
月
２
日
㈪
〜
９
月
17
日
㈮

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
浜
松
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

☎
０
５
３
・
４
４
１
・
４
４
４
４

国
家
Ⅲ
種
税
務
職
員

▼
受
験
資
格
／
平
成
元
年
４
月
２ 

日
〜
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人 

▼
第
１
次
試
験
日
／
９
月
５
日
㈰ 

▼
申
込
期
間
／
６
月
22
日
㈫
〜
29
日
㈫

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
名
古
屋
国
税
局
人
事
第
二
課

☎
０
５
２
・
９
５
１
・
３
５
１
１
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歯
科
講
演
会

れ
ん
げ
じ
池
お
は
な
し
会

　

宅
地
内
で
漏
水
が
あ
っ
た
場
合
は
、

漏
水
で
流
出
し
た
水
道
水
の
使
用
料

金
は
お
客
さ
ま
負
担
と
な
り
ま
す
。

水
道
管
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
漏
水

に
気
付
か
ず
に
い
る
と
、
大
切
な
水

　

水
道
事
業
は
、
市
の
会
計
（
一
般

会
計
）
と
は
別
で
、
み
な
さ
ん
に
支

払
っ
て
い
た
だ
く
水
道
料
金
で
運
営

し
て
い
ま
す
。
水
道
料
金
は
、
将
来

に
わ
た
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
水
道

水
を
飲
む
た
め
に
必
要
な
経
費
で
す
。

今
後
も
、
お
い
し
く
飲
め
る
水
を
安

定
し
て
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

　

水
道
の
使
用
を
始
め
る
と
き
や
、

水
道
の
使
用
を
や
め
る
と
き
は
、
必

ず
事
前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
水
道
料
金
の
お
支
払
い
に
は
、

納
め
忘
れ
の
な
い
口
座
振
替
が
便
利

で
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
窓
口
で

手
続
き
で
き
ま
す
。

問
水
道
料
金
お
客
様
セ
ン
タ
ー

☎
６
４
６
・
４
１
１
１

を
無
駄
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
あ
な

た
の
大
切
な
お
金
の
無
駄
使
い
に
な

り
ま
す
。
定
期
的
に
漏
水
チ
ェ
ッ
ク

を
し
ま
し
ょ
う
。

※
個
人
で
は
発
見
が
困
難
な
床
下
、

地
中
、
壁
の
中
の
漏
水
（
右
図
の

青
色
の
部
分
）
の
場
合
は
、
水
道

管
の
修
理
後
に
、
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
水
量
の
調
整
を
し
、
水

道
料
金
の
再
計
算
を
行
い
ま
す
。

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
宅
地

内
の
漏
水
修
理
は
、
お
客
さ
ま
が

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き
／
７
月
15
日
㈭
午
後
６
時
〜

７
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
保
健
セ
ン

タ
ー　

▼
内
容
／
い
つ
ま
で
も
お
い

し
く
食
べ
る
た
め
に
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と
、
介
護
の
現
場
に
お
け
る
口

腔
ケ
ア
の
重
要
性　

▼
講
師
／
栗
原

由
紀
夫
さ
ん
（
歯
科
医
師
）　

▼
入

場
料
／
無
料　

▼
申
し
込
み
／
７
月

９
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
で
藤
枝
歯
科

医
師
会
へ　

☎
６
４
６
・
２
２
７
０

▼
と
き
／
６
月
19
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時　

▼
と
こ
ろ
／
文
学
館　

▼
内

容
／
し
ず
く
の
ぼ
う
け
ん
、
め
っ
き

ら
も
っ
き
ら
ど
お
ん
ど
ん　

な
ど 

▼
参
加
料
／
無
料　

※
申
込
不
要

問
郷
土
博
物
館☎

６
４
５
・
１
１
０
０

和
太
鼓
部
と
競
演
す
る
迫
力
の
和
太

鼓
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

▼
と
き
／
８
月
29
日
㈰
午
後
０
時
30

分
開
場
、
午
後
１
時
開
演　

▼
と
こ

ろ
／
市
民
会
館　

▼
入
場
料
／
１
８

０
０
円
（
中
学
生
以
下
９
０
０
円
）

※
全
席
自
由　

▼
チ
ケ
ッ
ト
販
売
／

６
月
12
日
㈯
午
前
９
時
か
ら
、
市
民

会
館
１
階
ロ
ビ
ー
で
販
売

問
市
民
会
館

☎
６
４
３
・
３
９
３
１

▼
と
き
／
７
月
３
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

▼
と
こ
ろ
／
大
旅

籠
柏
屋　

▼
内
容
／
朝
鮮
通
信
使
・

岡
部
宿
火
災
・
え
え
じ
ゃ
な
い
か
な

ど
、
岡
部
宿
の
歴
史
を
解
説　

▼
講

師
／
池
谷
圭
次
さ
ん
（
元
岡
部
町

社
会
教
育
指
導
員
）、
松
谷
和
子
さ

ん
（
岡
部
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
） 

▼
受
講
料
／
無
料　

▼
定
員
／ 

30
人
（
抽
選
）　

▼
申
し
込
み
／
６

月
25
日
㈮
ま
で
に
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

代
表
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、

希
望
人
数
と
全
員
の
氏
名
を
記
入
し
、

〒
421‒

1121
市
内
岡
部
町
岡
部
８
１
７

大
旅
籠
柏
屋
へ☎

６
６
７
・
０
０
１
８

和
太
鼓
奏
者
・
内
藤
哲
郎
さ
ん
と
篠

笛
奏
者
・
武
田
朋
子
さ
ん
に
よ
る「
朋

郎
」
が
、
藤
枝
市
太
鼓
連
盟
・
学
生

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

か
わ
ら
版
で
読
み
解
く

岡
部
の
歴
史

和
太
鼓　

朋と
も

郎ろ
う

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

情
報

フ
ァ
イ
ル

テクスチャライザ＝レンガ
　　　　　　　　　150％
　　　　　　　　　レリーフ　4
　　　　　　　　　照射方向　左上へ
かげ＝ぼかし　5

　オリジナルの万華鏡を作ってみません
か。また、粘土で小さなお面や泥めんこ
も作れます。
とき／６月26日㈯～８月15日㈰
　　　午前９時～午後３時
　　　※郷土博物館の休館日を除く
ところ／郷土博物館
参加料／万華鏡 100円～ 200円
　　　　小さなお面 100円
　　　　泥めんこ 100円～ 200円
※約１時間で完
成します。体
験のみの人は
入館料がかか
りません。受
付でお申し出
ください。

慶祝花火を打ち上げませんか
問市観光協会　☎645･2500 ／市観光案内所　☎647･1144

手づくり万華鏡
問郷土博物館　☎645･1100

郷土博物館・文学館の催し　問郷土博物館　☎645･1100

　８月７日㈯の『第30回記念　藤枝花火大会』で打ち上げる慶祝花火を
募集します。結婚・誕生・米寿・快気・開業・プロポーズなど、記念や
喜びのメッセージを花火に託して、お祝い花火を打ち上げませんか。

打ち上げ花火号数・価格（税込み）／
　４号玉（直径約12㎝）… 6,000円
　５号玉（ 〃 約15㎝）…10,000円
　６号玉（ 〃 約17㎝）…15,000円
　７号玉（ 〃 約21㎝）…24,000円
　８号玉（ 〃 約24㎝）…35,000円
　10号玉（ 〃 約30㎝）…59,000円
申し込み／６月30日㈬までに、直接また
は電話で市観光協会・市観光案内所へ
※打ち上げの際に、申込者の氏名とコメ
ントを場内アナウンスします。
※事業のPRはできません。

配水管

壁
地上配管

メーターボックス

止水栓
メーター側溝

官民境
→宅地官地←

道路

床面

床下配管

宅
地
内
漏
水
に
注
意

①
家
中
の
蛇
口
を
す
べ
て
締
め
る
。

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
部

分
を
確
認
す
る
。

　

も
し
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
回
っ
て
い

る
場
合
は
、
漏
水
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
市

指
定
給
水
装

置
工
事
事
業

者
に
調
査
を

依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

簡
単
漏
水
チ
ェ
ッ
ク
！

水
道
料
金
で
運
営

口
座
振
替
が
便
利

無駄なく使おう大切な水
問上水道管理課　☎646･4115

企画展
ふじえだ鉄道史　－新幹線を生んだまち－
藤枝は新幹線の誕生に深い関わりがあることをご存じで
すか。新幹線の誕生と現在に至る歩みなどを紹介します。
とき／６月26日㈯～８月15日㈰
ところ／郷土博物館
小川国夫全紀行　－小川国夫　青春の旅－
旅からつむぎ出された小川作品を、小川国夫が巡った旅
路からたどります。
とき／６月26日㈯～８月15日㈰
ところ／文学館
入館料／ 200円（中学生以下無料）
開館時間／午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
休館日／月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）

イベント
こだまの日記念座談会
新幹線誕生のころの思い出について、語り合いませんか。
とき／７月31日㈯午後１時30分～３時
ところ／郷土博物館　※入館料が必要です。申込不要

５インチゲージミニ新幹線乗車会
Ｎ700系ミニ新幹線に乗りませんか。
とき／６月26日㈯午後１時～３時、
　７月24日㈯・25日㈰午前10時～
　正午、午後１時～３時
ところ／郷土博物館前（雨天館内）
参加料／無料　※申込不要

こども鉄道展
鉄道模型の運転会や鉄道写真展、クイズ大会を行います。
とき／７月24日㈯午前10時～午後４時30分
　　　７月25日㈰午前９時～午後３時
ところ／文学館
参加料／無料　※申込不要

スパニッシュギター演奏＆トーク
「小川国夫とスペイン」をテーマに講演会を行います。
とき／７月４日㈰午後２時～３時
ところ／文学館　出演／柴﨑 茂さん（ギタリスト）
※入館料が必要です。申込不要

藤
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
提
供
会
員

市
で
は
、
子
育
て
相
互
援
助
活
動
と

し
て
、藤
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
育
児
を
援
助
す
る「
提
供
会
員
」

に
な
り
た
い
人
の
た
め
の
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
現
在
、
提
供
会
員
と
し

て
活
動
し
て
い
る
人
も
受
講
で
き
ま

す
。

▼
対
象
／
市
内
に
住
ん
で
い
る
人 

▼
と
き
／
７
月
５
日
㈪
〜
９
日
㈮
午

前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ

ろ
／
市
役
所
会
議
室
、
中
央
消
防
署 

▼
内
容
／
子
ど
も
の
世
話
と
遊
び

に
つ
い
て
、
普
通
救
命
講
習
な
ど 

▼
申
し
込
み
／
６
月
30
日
㈬
ま
で
に
、

電
話
で
藤
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
児
童
課
）
へ

☎
６
４
３
・
６
６
１
１

※
託
児
あ
り
（
申
し
込
み
が
必
要
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ナ
イ
タ
ー
教
室

▼
対
象
／
小
・
中
学
生　

▼
と
き
／

７
月
７
日
〜
９
月
15
日
の
毎
週
水
曜

日
午
後
６
時
30
分
〜
９
時　

▼
と
こ

ろ
／
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
野
球
場 

▼
定
員
／
50
人
（
申
込
順
）　

▼
参

加
料
／
５
千
円
（
全
10
回
）　

▼
申

し
込
み
／
６
月
23
日
㈬
午
前
９
時
か

ら
、
直
接
、
市
民
テ
ニ
ス
場
へ

☎
６
４
４
・
６
０
８
０

➡
パイロット



部門 募集内容 開催日時 会場
大正琴 １グループ36人以内 10月11日㈷13:00 ～ 15:30 市民会館

歌謡 ツーコーラス（踊りつきスリーコーラス）
１人１曲限り。出演料千円 10月17日㈰ 9:30 ～ 16:30 市民会館

詩舞道
吟剣

詩吟は絶句程度、剣詩舞は律詩まで
10月23日㈯10:00 ～ 16:30 市民会館

連合 11月23日㈷10:00 ～ 16:30 市民会館

謡曲
観世流

素謡・仕舞（曲は自由）　10分以内
10月24日㈰10:00 ～ 16:00 生涯学習センター

宝生流 10月31日㈰10:00 ～ 15:00 文化センター

民舞 長唄を除く民舞 10月24日㈰10:00 ～ 15:30 市民会館

茶道 茶席（抹茶席・煎茶席）を担当する人 10月31日㈰10:00 ～ 15:00 文化センター

和楽器演奏 箏・尺八・三絃・津軽三味線・琵琶（流派不問） 10月31日㈰13:00 ～ 16:30 市民ホールおかべ

コーラス 市内で活動している10人以上の団体 11月６日㈯13:00 ～ 17:00 市民会館

手作りビデオ テープはVHS・S-VHS・DV（10分以内） 11月６日㈯18:30 ～ 21:00 生涯学習センター

吹奏楽・器楽 市内で活動している５人以上の団体 11月７日㈰13:00 ～ 17:00 市民会館

奏踊・詩吟 合奏、民舞、詩吟など 11月14日㈰10:00 ～ 16:00 市民ホールおかべ

日本舞踊 端唄、小唄、古典（長唄、清元、常磐津など） 11月14日㈰11:00 ～ 17:00 市民会館

和太鼓 和太鼓演奏の個人・グループ。他楽器との組演奏も可。 11月21日㈰13:00 ～ 16:30 市民会館

発表部門

部門 作品規格（本人の創作で未発表のもの） 出品料 出品点数 作品搬入日

絵
画

油絵・版画
水彩画

パソコンアート

100号以内。額装し、つり金具、ひもをつけること。
ガラス張りは不可。

500円 １点
10月12日㈫日本画・水墨画 100号以内。額装または軸装し、つり金具、ひもをつける

こと。ガラス張りは不可。
造
形彫刻・工芸・陶芸 200㎝×200㎝×200㎝以内。重さ80㎏以内。 １点につき

500円 ２点以内

書道
一部（委嘱出品者）…半切か全紙１／２、二部（二部経験者、
昇格者）…仕上がり寸法は１㎡以内で１辺の長さは２ｍ以内、
三部（額装なし）…半切縦（裏打ちなし）

千円 １点 10月５日㈫

写真 ４つ切り、ワイド６つ切り、６つ切り、Ａ４（台紙不要）
組写真は４枚以内で、テープでつなぎ合わせること。

１点につき
300円 ３点以内 10月３日㈰

手工芸 200㎝×200㎝×50㎝以内、重さ50㎏以内。
陳列に必要な装備（つり金具、ひもなど）をつけること。

１点につき
300円 ２点以内 10月26日㈫

立体書画 200㎝×200㎝以内。
陳列に必要な装備（つり金具、ひもなど）をつけること。

１点につき
300円 ２点以内 10月27日㈬

俳句・川柳・短歌 俳句・短歌は四季雑詠、川柳は課題が「音」。
所定の用紙で応募すること。

３句・３首で
500円

必ず
３句（首） ９月６日㈪

盆栽・水石 詳しくは、募集要項をご覧ください。 １点につき
300円 各１点 11月５日㈮

華道 流派不問 300円 １点 10月22日㈮

絵手紙 官製ハガキサイズまたは297㎜×208㎜サイズ ２点まで
300円 ２点以内 ９月６日㈪

展示部門

対象／市内に住んでいるか、通勤・通学している人。
または市内で活動している人。

　※展示部門は15歳以上の人

文化祭期間／ 10月７日㈭～11月23日㈷
ところ／市民会館・市民ホールおかべ・文化センター・
生涯学習センター

発表部門の応募方法や、展示部門の作品の搬入など、詳しくは、募集要項をご覧ください。
募集要項は、街道･文化課、岡部支所、市民ホールおかべ、文化センター、生涯学習センター、各市立公民館に
あります。

～あなたがつくる文化のまち～市民文化祭作品・出演者募集
問街道・文化課　内線755　 643･3327
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駅北復活フェスタ

第4回「藤枝・染の会」作品展

第38回サマーコンサート

ぴゅあパソコン教室

Ｍｓ.ジャネルとＡＢＣ

藤枝ラウンドダンスクラブ

中国語倶楽部

学校公開

催　　し催　　し催　　し

募　　集募　　集募　　集

▼ とき／６月26日から毎月第４土曜
日午前11時～午後３時　 ▼ ところ／
藤枝駅前商店街れんが道　 ▼内容／市
民の企画による出店・パフォーマンス・
ゲーム大会や、駅前の歴史・文化資料
の展示など
問駅前商店街振興組合
	 ☎641･0707

各市立公民館で“染め”を学ぶ自主グ
ループによる、型絵染めの作品展です。

▼ とき／６月24日㈭～ 29日㈫午前
９時～午後６時（29日は午後5時ま
で）　 ▼ ところ／生涯学習センター	

▼内容／着物・帯・パラソル・のれん
などの展示　 ▼入場料／無料　※申込
不要
問広田宅	 ☎641･3275

▼ とき／７月18日㈰午後２時開演	

▼ ところ／市民会館　 ▼ 内容／クラ
シックコンサート　 ▼ 入場料／千円	

▼申し込み／電話で藤枝音楽協会（松
野宅）へ	 ☎636･8836

静岡大学教育学部附属特別支援学校

▼ とき／６月18日㈮午前９時～正午

▼ところ／静岡大学教育学部附属特別
支援学校（静岡市葵区）　 ▼内容／学校
の概要説明、校内参観、質疑応答など	
問静岡大学教育学部附属特別支援学校
	 ☎247･2811

「まちかどファイル」は、市民から市
民への情報コーナーです。市民のみな
さんが行うグループ活動などを、支援
することを目的としています。

▼対象／６カ月以上の活動実績がある
市民3人以上で構成する団体・グルー
プ。市内の公共施設で活動している団
体を優先します。※営利活動・宗教活
動・政治活動または、これらに類似す
る活動を行う団体は掲載しません。

▼申し込み／掲載を希望する団体・グ
ループは、「まちかどファイル掲載依
頼書」を直接または郵送・ファクス・
Eメールで広報課へ提出してください。
締め切りは、掲載を希望される号の1
カ月前です。初めて掲載を依頼する団
体は、掲載依頼書のほかに「まちかど
ファイル掲載依頼団体票」の提出が必
要です。
※詳しくは、お問い合わせください。
問広報課　内線305
　〒426–8722市内岡出山1–11–1
　 info@city.fujieda.shizuoka.jp
　 643･3604

▼とき／８月3日から毎週火・木曜日
午前9時30分～ 11時30分・午後２
時～４時の４コース　 ▼ところ／ふじ
えだ市民活動支援センター（市文化セ
ンター２階）　 ▼ 内容／ワード・エク
セルなど　 ▼定員／各コース６人（書
類審査）　 ▼ 料金／５千円（全20回
分・別途テキスト代）　 ▼ 申し込み／ 
６月24日㈭までに往復ハガキに住

▼ とき／毎週水曜日午後７時～８
時30分　 ▼ ところ／西益津公民館	

▼内容／日常英会話を楽しみながら基
礎英語力を身につけます　 ▼ 会費／
8,350円（10回分）　 ▼ 申し込み／
電話で松村宛へ
	 ☎090･6096･9038

所・氏名・年齢・電話番号・受講希望
コースを記入し、〒426–0034市内
駅前2–1–5ふじえだ市民活動支援セ
ンターへ	 ☎646･3555

社交ダンスなどのステップで、フォー
クダンスのようにサークル上を進みな
がら踊ります。試し踊りをしてみませ
んか。

▼とき／毎月第１・第３日曜日午後１
時～３時30分　 ▼ところ／青島北公民
館など　 ▼会費／月600円（入会金…	
千円）　 ▼申し込み／電話で杵

きね

塚
づか

宅へ
	 ☎644･7564（午後７時～９時）

中国の文化・習慣と簡単な日常会話を
一緒に学びませんか。

▼ とき／毎月第２・第４土曜日午前
10時～正午　 ▼ ところ／高洲公民館

▼ 会費／月1,500円　 ▼ 申し込み／
電話で杉本宅へ	 ☎635･4852

藤枝西高校
勉強に部活に、頑張っている生徒たち
の姿を見に来てください。

▼ とき／６月15日㈫～ 19日㈯午前
８時45分～午後４時45分　 ▼ とこ
ろ／藤枝西高校
問藤枝西高校	 ☎641･0207

▼
６
月
11
日
、
待
ち
に
待
っ
た
Ｆ
Ｉ

Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ

大
会
が
開
幕
し
ま
す
。
本
市
出
身
の

長
谷
部
誠
選
手
が
日
本
代
表
に
選
出

さ
れ
、
５
月
16
日
に
藤
枝
総
合
運
動

公
園
で
壮
行
会
を
行
い
ま
し
た
。
会

場
に
は
、
約
３
千
人
の
市
民
が
集
ま

り
、
長
谷
部
選
手
に
本
大
会
へ
向
け

て
の
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

長
谷
部
選
手
に
は
、プ
レ
ッ
シ
ャ
ー 

を
は
ね
の
け
、
ド
イ
ツ
一
部
リ
ー
グ

で
鍛
え
上
げ
た
力
を
、
存
分
に
発
揮

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
が
ん
ば

れ
！
藤
枝
の
星
！

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

広
報
委
員

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

▼
今
や
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
中
心

選
手
と
し
て
欠
か
せ
な
い
存
在
と

な
っ
た
本
市
出
身
の
長
谷
部
誠
選

手
。
今
号
で
は
、
長
谷
部
選
手
自
身

に
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
に
向
け
た
意
気

込
み
や
見
所
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
藤

枝
の
み
な
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
力
に

な
る
と
語
っ
て
く
れ
た
長
谷
部
選
手
。

細
身
の
体
な
の
に
、
そ
の
あ
ふ
れ
出

る
闘
志
に
は
、
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
で

し
た
。
世
界
を
驚
か
す
プ
レ
ー
を
本

番
の
ピ
ッ
チ
で
見
せ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
熱
い
声
援
を
、
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
の
開
催
地
・
南
ア
フ
リ

カ
ま
で
届
け
ま
し
ょ
う
。　
　
　

○Ｔ

編

集
後
記

ま
ち
か
ど
フ
ァ
イ
ル

お知らせお知らせお知らせ

「まちかどファイル」
への掲載について
「まちかどファイル」
への掲載について
「まちかどファイル」
への掲載について

街角スナップ

▲ミツバチの旅支度をする養蜂家



ななみ・ひろし：藤枝市出身（西益津
小→西益津中）。元・プロサッカー選手。
Jリーグのジュビロ磐田、セレッソ大阪、
東京ヴェルディ 1969、イタリア・セリ
エAのACベネチアでプレー。日本代表
としても活躍。2008年に現役を引退。現
在はジュビロ磐田のアドバイザーおよび
サッカー解説者として活躍。

キッズコー
スを設置！みんな集

まれ！ 新コース

キッズコー
スを設置！みんな集

まれ！ 新コース

･ ･

藤枝総合運動公園サッカー場へ

大会当日に運営をお手伝いいただける人を
募集しています。詳しくは実行委員会までお
問い合わせください。

・／

募集コース・募集チーム数／
①日本代表コース（高校生以上の男女） 320チーム
②シニアコース（大会当日40歳以上の男女） 64チーム
③なでしこコース（中学生以上の女性） 32チーム
④U-16コース（中学生～高校１年生の男女） 32チーム
⑤U-12コース（小学校４年～６年生の男女） 64チーム
⑥U-９コース（小学校１年～３年生の男女） 48チーム
⑦キッズコース（小学生未満で４歳～６歳の男女） 32チーム

出場人数／ゴールキーパーを含む５人
参加料／①・②：１チーム6,500円、③～⑦：１チーム4,000円
賞品／日本代表コース優勝チームは、欧州リーグ観戦ツアーご招待
申込方法／６月７日㈪～ 30日㈬に、市役所・岡部支所・市内体育
施設・各市立公民館に備え付けの参加申込書に必要事項を記入し、
直接または郵送で〒426-8722市内岡出山1-11-1スポーツ振興課へ

※市ホームページから申請書のダウンロード、電子申請ができます。
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